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研究成果の概要：本研究は日本語・英語母語者の文字の形態・音韻・意味的符号化過程を比較

検討し，モデルを構築することを目的とした。各母語者を対象とした文字マッチング実験の結

果，表音文字の符号化過程は，日本語母語者は形態符号への依存度が高く，英語母語者は音韻

符号への依存度が高いという各々の主要母語文字の特性に応じた合理的な過程であること，日

本語母語者の漢字の符号化過程は，形態，音韻，意味的符号化がこの順で開始された後必要な

情報が得られるまで並列進行するという合理的な過程であることが明らかとなり，文字符号化

過程の精密なモデルが完成した。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 これまでの文字の符号化過程の研究は，大
半が欧米で行われてきた。欧米では表音文字
を用いるため，上の３種のうちの形態的・音
韻的符号化過程については数多くの研究が
行われ，数多くの知見が得られてきた。 
 最も代表的な知見は，Posner ら (Posner, 
Boies, Eichelman, & Taylor, 1969; Posner 

& Keele, 1967; Posner & Mitchell, 1967) に
よって得られたものである。彼らは，アルフ
ァベットの形態コードと音韻コードの変
換・保持・利用過程を明らかにするために，
文 字 マ ッ チ ン グ 実 験  (letter-matching 
experiments) を考案した。この実験は，形
態的一致 (physical match: ex. AA)，音韻的
一致 (name match: Aa)，不一致(unmatch: 
AB / Ab) の３条件の文字対を様々な呈示間



隔 (ISI: inter-stimulus interval) で呈示し，
その異同判断の反応時間（以下 RT）を測定
するものである。Posner ら (1969) の実験１
では，形態的一致の RT と音韻的一致の RT
の差が ISI に伴って小さくなることが明らか
にされた。そして，実験３では，これの原因
が，形態的一致の RT が ISI とともに増大す
るためであることが示された (Figure 1)。そ
して彼らはこの結果から，形態コードは 1 ～
２秒で消失すると結論した。 
 ところが研究代表者は，1998 年から５年
間，この実験の追試を日本で実施したが，形
態的一致の RT は Posner ら (1969) のよう
に ISI とともに長くはならず，常に ISI とと
もに短縮した。そこで改めて 2002 年と 2003
年に ISIを 2000 msまで設けて実験を実施し，
この点を確認した。そのデータの平均が
Figure 2 である (水野, 2005)。これを見ると
わかるように，日本語母語者の形態的一致の
RT はやはり ISI とともに短縮した。そして
水野は，この原因は，漢字圏の日本語母語者
にとって形態コードは重要なため，日本語母
語者の形態コードは 1～2 秒では消失しない
ためではないかと考えた。 
 実際，日本語の漢字のほとんどは多音字で，
例えば，日本語の生という漢字には，「い」，
「うぶ」，「き」，「しょう」，「せい」，「なま」，
「なまり」，「ふ」というように８種も読みが
ある。また，同じ音韻でも形態・意味の異な
る同音異字が多数存在し，例えば同じ「き」

という音韻を持つ文字は，き，キ，期，気，
木，機，貴，記，既，来，器，着，基，季，
黄，奇，旗，騎，樹，忌，軌，稀，生，揆，
癸，危，紀，希，規，起，企，喜，机，棄，
帰，祈，嬉，寄，綺，幾，揮，汽，飢，亀，
己，碁，伎，岐，棋，畿，鬼…というように
極めて多い。同音異義語になると，「たいし
ょう」（対象，対照，大正，対称，大勝，大
将，大賞，隊商，大笑，大詔…），「こうしょ
う」（交渉，高尚，公証，口承，鉱床，工商，
厚相，哄笑，考証，校章，工匠，公称，公娼
…），というように，さらに多くの種類があ
り，その多さは他の言語には類を見ない。し
たがって，日本語の場合は音韻コードが意味
を知る手がかりとなるとは限らず，そのため
に日本語母語者の形態コードへの依存度は
著しく高く，音韻コードへの依存度は低いと
いう可能性は多分にあると考えた。 

Figure 1. Posner ら(1969)の実験３の結果 
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しかし，時間的，空間的，そして実験方法
も若干異なる２つの実験結果を比較しただ
けでは，この可能性を検証するのは困難であ
った。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) そこで本研究では，Posner ら(1969)の手
続き上の種々の問題を解決したより厳密な
文字マッチング実験を，日本語母語者と英語
母語者を対象に同一条件で実施し，各母語者
の表音文字の符号化過程を，特にその相違点
を，明らかにすることを目的とした。 
 
(2) 加えて，上述のような特殊な漢字・漢字
表記語を用いる日本語母語者の漢字表記語
の符号化過程を明らかにすることで，文字全
般の符号化過程の精密なモデルを構築する
ことを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) Posner らの実験方法には，①２刺激の呈
示間隔が実験毎に異なる，②ISI と SOA が混
同されている，③ISI の最大値が実験毎に異
なる，④視覚マスクが使用されていない，等
の数多くの問題があった。 

Figure 2 . 水野(2005) の実験結果 
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 そこで本研究では①刺激の呈示間隔を，視
覚マスキングや視点移動の影響の最も少な
い隣接呈示とし，②ISI を使用し，③ISI の最
大値は 2000 ms で統一し，④視覚マスクを使
用するという改良を施した文字マッチング
実験を両母語者に対して実施した。 
 
(2) 形態コード，音韻コードの各々への依存
度の高さをより直接的に明らかにすること
のできる変則文字マッチング実験を考案し，



これを両母語者に対して実施した。この実験
は，Aa という音韻的一致の文字対を異なる
と判断させるもので（これを変則不一致条件
と呼ぶ），その判断において，音韻コードへ
の依存度が高ければ反応は遅れ，形態コード
への依存度が高ければ反応の遅れは認めら
れないと予想された。 
 
(3) ここまでの研究結果から，各々の母語者
の符号化過程が各々の主要母語文字の特性
に即した合理的な過程であることが示唆さ
れたため，これを確認するために，中国語母
語者を対象とした(1)，(2)の実験を追加実施し
た。中国語母語者の主要母語文字は日本語母
語者と同様漢字ではあるものの，中国語の漢
字のほとんどは単音字であり，同音異義語が
ほとんどない。したがって，もしも文字の符
号化過程が主要母語文字の特性に応じたも
のならば，中国語母語者は漢字を用いるため
形態コードへの依存度は高いものの，音韻コ
ードも意味を知る重要な手がかりとなるた
め，形態コードへの依存度は日本語母語者ほ
ど高くなく，音韻コードへの依存度は日本語
母語者より高いと予想されたからである。 
 
(4) 実験を積み重ねるうちに，日本語母語者
でも英語母語者でも，文字マッチング RT は
常に水野(2005)と同様，ISI が短いほど長く
なることが見出された。そしてこれは，文字
マッチング RT に ISI が短いほど長くなる２
刺激間の注意切り替えの時間が含まれてい
るためである可能性が示唆された。そこで，
第１文字の呈示時間を独立変数とした文字
マッチング実験で通常の文字マッチング RT
だけでなく２刺激間の注意切り替えの時間
である単純 RT (Pashler, 1988)を測定し，文
字マッチング RT から単純 RT を差し引いた
正味マッチング RT を求め，これをもとに両
母語者の形態・音韻の各符号化に要する時間
を正確に測定した。 
 
(5) 日本語母語者の漢字表記語の形態，音韻，
意味的符号化過程を詳細に調べるために，同
語対と同音類義語・同音異義語・異音類義
語・前同字語・無関連語の５種の異語対を刺
激とし，第１刺激の呈示時間と ISI を操作し
た文字マッチング実験を実施した。同語対の
RT が呈示時間や ISI で異なるか否かを調べ
ることで，最適な呈示時間を特定することが
でき，異語対の各コードの一致度は各々異な
るため，どの程度の一致度でどのタイミング
で干渉が生じて RT が遅延するかを調べるこ
とで，各符号化の生起過程や完了のタイミン
グを明らかにすることができると考えた。 
 
(6) (3)で述べた注意切り替えの時間が ISI が
短いほど長くなるという現象の普遍性を確

認するために，文字マッチング実験と同様２
刺激を呈示して処理を求める注意の瞬き実
験を，注意切り替えの影響の大きいブロック
内配置と影響の小さいブロック間配置で実
施し，①この現象が確実に存在する証拠を得
るとともに，②ブロック間配置がこうした歪
みを排除する上で有効な実験手法であるこ
とを証明するための実験を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 日本語母語者と英語母語者に方法上の諸
問題を解決し２つの表音文字（alphabet）を
隣接呈示した文字マッチング実験を実施し
た結果を Figure 3 に示す。検定の結果， 

① 文字マッチング RT は Posner ら(1969)
の実験結果とは異なり，いずれの母語者を対
象とした場合も ISI とともに短くなり，1～2
秒で形態コードが消失するという知見は信
頼性が低いことが明らかとなった。 
② 英語母語者の場合は形態的一致条件と

音韻的条件の文字マッチング RT に差がない
が，日本語母語者の場合は形態的一致条件の
文字マッチング RT が音韻的一致の文字マッ
チング RT よりも有意に短く，形態的符号化
が迅速であることが明らかとなり，形態コー
ドへの依存度の高さが示唆された。 

 

Figure 3 . 英語母語者と日本語母語者の

文字マッチング RT 
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 検定の結果，正味マッチング RT は，英語
母語者の形態的一致と音韻的一致，日本語母
語者の音韻的一致では 100 ms から 300 ms
で有意に短縮し，日本語母語者の形態的一致
では変化が認められなかった。 

(2) 形態コードと音韻コードへの依存度を知
ることのできる変則文字マッチング実験を
両母語者に対して実施した結果，音韻コード
を抑制しなければ正しく答えることのでき
ない変則不一致条件(Aa)の RT は，英語母語
者では遅延したが，日本語母語者では遅延せ
ず，日本語母語者は形態コードへの依存度が
高く，英語母語者は音韻コードへの依存度が
高いことが，より直接的に検証された。 

 このことは，英語母語者の形態・音韻的符
号化および日本語母語者の音韻的符号化は
100 ms～300 ms で完了するが，日本語母語
者の形態的符号化だけは 100 ms 以内と極め
て迅速に完了することを示しており，依存度
が高いコードの抽出は迅速に行われること
が明らかとなった。 

Figure 4 . 英語母語者と日本語母語者の正味文

マッチング RT 
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  そして，(1)，(2)の結果から，各母語者の表
音文字の符号化過程は，各々の主要母語文字
の特性に応じた合理的なものであることが
示唆された。  

(5) 日本語母語者を対象に，同語対と同音類
義語・同音異義語・異音類義語・前同字語・
無関連語の５タイプの異語対を刺激とし，第
１刺激の呈示時間と ISI を操作した文字マッ
チング実験の結果を Figure 5 に示す。 

 
(3) 中国語母語者に対する(1)，(2)の実験の結
果，(1)の実験結果は日本語母語者に類似して
おり，形態的符号化の方が迅速で形態的コー
ドへの依存度が高いことが示唆されたもの
の，(2)の実験結果は英語母語者に類似してお
り，音韻コードへの依存度が日本語母語者よ
り高いことが示唆された。これらの結果は，
中国語の漢字の特性，つまり，形態的に複雑
だが多音字が多く同音異義語が少ないため，
音韻コードも意味へ接近する重要な手がか
りとなりうるという特性が，中国語母語者の
表音文字の符号化過程に影響している可能
性を示していた。 

 ①同語対の分析で交互作用が有意で，ISI
が 200 ms の時に呈示時間 500 ms の RT だ
けが長かったことは，ISI 200 ms の場合は呈
示時間 500 ms で初めて３種の符号化の干渉
効果が現れたことを示していた。このことか
ら，第１刺激の処理を完了させるための第１
刺激の呈示間隔は最低でも 500 ms は必要で
あることが明らかとなった。 
 ②異語対の分析結果も，第１刺激の呈示時
間が 500 ms の時にだけ交互作用があった。
加えて，呈示時間が 500 ms の時だけ ISI 200 
ms より ISI 2000 ms の方が RT が長くなる
タイプと長くならないタイプがあったこと
は，呈示時間が 500 ms 必要であることと，
呈示時間が 500 ms と十分でかつ ISI が 2000 
ms と非常に長い場合のみ顕在化する符号化
過程が存在することを端的に示していた。 

これにより，表音文字の符号化過程が主要
母語文字の特性に応じた合理的なものであ
ることが確認された。 
 
(4) ISI が短いほど注意切り換えの時間が長
くなるという歪みを排除するために，文字マ
ッチング RT に加えて単純 RT を測定し，前 
者から後者を引いて正味マッチング RT を求
めた結果を Figure 4 に示す。  ③呈示時間 500 ms の時の異語対の分析で

は，ISI 200 ms で異音類義語と無関連語の
RT が他のタイプの RT より短かった。これ
ら２タイプは，形態コードと音韻コードの双
方が完全に異なるタイプである。形態コード
が完全に異なるタイプには，もう１つ，同音
異義語があるが，このタイプは音韻的には一
致しており，その RT はこれら２タイプより
長かった。これらの結果から，ISI 200 ms で
は，形態的符号化と音韻的に不一致であると
判断できる段階までの音韻的符号化が完了
していたことが示唆された。逆に，同音類義
語の RT が同音類義語，同音異義語，前同字
語の RT と同じだったことは，この時点では
音韻的符号化が同じだと判断する段階まで
は至っていなかったことを示していた。 
 ④ISI 2000 ms の時点で同音類義語の RT
だけが長く，同音異義語，異音類義語，前同
字語，無関連語の RT に差がなかったことは，
呈示時間が 500 ms の場合は形態的・音韻的
にある程度類似していても異なるという判
断が得られる段階まで符号化が進んでいた 



Figure 5 . 漢字表記語の種々の対の文字マッ

チング RT 
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Figure 6 . ブロック内配置とブロック間配置で

測定された注意の瞬き  
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以上から，２刺激を種々の ISI で呈示して
理を求める実験では，一般的なブロック内

切り替えのための時間

するには，ブロック間配置が有効
あることが明らかとなった。 

とは直接関係し

) (3)の研究で注意切り替えの困難度が ISI 
が短い時の RT を長くしたことが示唆された。
①この可能性を別の角度から検証するた

めに，文字マッチング実験を，注意切り替え
しにくさの影響が大きいブロック内配置

とその影響の少ないブロック間配置の２種
で実施し，結果を比較した。その結果，ブロ
ック間配置では ISI が短い時の文字マッチン
グ RT は遅延せず，上記可能性が検証され

②２刺激を様々な ISI で呈示して処理させ
る実験は文字マッチング実験以外にも多数
あり，上の影響がその実験結果を歪め知見を
歪めてしまっている可能性があると考えた。 
そこで，そのような条件で行われる最も代

表的な注意の瞬き実験を取り上げ
ック内配置とブロック間配置で実施した。

その結果，ブロック間配置では注意の瞬きが
減少することが確認された(Figure 6)。

処
配置を用いると注意
や負荷が影響して結果を歪めうること，その
影響を排除
で
この知見は，文字の符号化

ないものの，実験方法論上の重大な問題点を
見出したものとして高く評価された。 
 

ため，意味的符号化まで行ってから判断する
必要がなかったことを失していた。そして，
同音異義語の RT だけが長かったのは，形態
的に類似し，音韻的に同じというように両コ
ードの類似性が極めて高い場合には，ISI と
して 2000 ms もの余裕が与えられればさら
なる情報を得るために意味的符号化が生起
したと解釈することができると考えられた。 
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